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伊勢原市議会 検  索

市議会の詳細は
HPをCheck！

facebookもご覧ください

伊勢原市議会

○は賛成　■は反対

番　号 件　　　　　　　名
議決

結果

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ○ ○ 認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ○ ○ 認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ○ ○ 認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ○ ○ 認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ○ ○ 認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ○ ○ 認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ■ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ○ ○ ○ ■ 不採択

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ○ ○ ○ ■ 不採択

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ○ ○ ○ ■ ■ ■ ○ ○ ○ ○ 不採択
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議案第29号 平成30年度一般会計歳入歳出決算の認定

議案第30号 平成30年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

議案第31号 平成30年度下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定

議案第32号 平成30年度用地取得事業特別会計歳入歳出決算の認定

議案第33号 平成30年度介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

議案第34号 平成30年度後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定

議案第35号 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定

議案第36号
 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う

 関係条例の整備に関する条例

議案第37号 印鑑条例の一部を改正する条例

議案第38号 保育所条例等の一部を改正する条例

議案第39号
 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

 条例の一部を改正する条例

議案第40号 手数料条例の一部を改正する条例

議案第41号 工事請負契約の締結（石田小学校空調設備設置工事）

議案第42号 工事請負契約の締結（伊勢原中学校空調設備設置工事）

議案第43号 教育委員会委員の任命

陳　　　情

陳情第８号 令和２年度における「重度障害者医療費助成制度」継続についての陳情

陳情第９号 所得税法第56条廃止の意見書を国に提出することを求める陳情

陳情第10号 地方財政の充実・強化を求める陳情

9月定例会の審議状況

まちづくり検討会議　前期（令和元年～３年）の各委員会テーマ及び選定理由が決定しました

項　　目委 員 会

選　　定　　理　　由委 員 会

総 務 常 任 委 員 会

産業建設常任委員会

教育福祉常任委員会

議 会 運 営 委 員 会

テ ー マ

防災対策と

公共施設長寿命化計画を

活かしたまちづくり

伊勢原の持つ

潜在的な能力を

活かしたまちづくり

市民の健康寿命延伸に

向けたまちづくり

　防災については、近年、南海トラフ地震や首都圏直下型地震あるいは伊勢原断層による地震、大
雨による風水害など、いつ災害が発生してもおかしくない状況にある。さらに住民の防災意識の向
上や防災訓練においても女性の視点や参加者を増やし、地域性を考えた訓練内容にすることで、よ
り実践的な訓練を推進することが必要であると考えられる。
　また避難所にもなる公共施設についての長寿命化計画をさらに明確にしていくことが必要である
ため選定した。

　本市は、平成28年「大山詣り」が日本遺産に認定され、さらにミシュラン・グリーンガイド・ジャ
ポンに大山阿夫利神社からの眺望が2つ星を獲得し、「寄り道する価値がある」場所として、掲載された。
　しかし、当市の観光スポットは、大山だけではなく、比々多地区には、三之宮比々多神社、塔の
山緑地公園等、日向地区には、日向薬師宝城坊、日陰道等、史跡、観光スポット等が豊富に存在す
るが、それら資産を十分に活かしきれていない現状がある。各史跡、観光スポットを有機的に結ぶ
周遊コース、駐車場、道路、物産店、休憩所等の整備が求められている。
　観光客を呼び込み、滞在時間を長くし、賑わいを創出し、さらなる発展へとつなげるべく、本
テーマを選定した。

　人生100年時代、市民一人一人が生きがいをもって、健康で活力ある生活を送ることがこれまで
以上に求められている。
　若い頃から十分な体力を備え、健康な体力をつくることで、将来的な病気や介護の予防につながる。
　また、介護認知症予防を含め、高齢者の生活を具体的にどう支援をすべきかが課題である。
　今後、さらに高齢者の生きがいづくり、健康寿命を延ばすための健康・体力づくり、老後を安心
して過ごすための介護予防が大切と考え、健康寿命を平均寿命に近づける取り組みをさらに強化す
る必要があるため選定した。

１　対面演壇方式、委員会のインターネット中継実施に向けて詳細な検討を進める。

２　議会ICT化による運営の効率化、分かりやすい議会、ペーパーレス化を進める。

　　また、市民に市政説明する際の理解促進など、さらなる成果の拡大を模索する。

３　会派より提案された視察内容の情報共有により、議会・議員の資質向上を目指す。

　伊勢原市議会まちづくり検討会議は、市政に関する重要な施策や課題などについて調査・

研究をするとともに市民意見を反映し、政策的提言を行うことを目的に設置したものです。

※議会運営委員会については、今後の議会改革に向けた取り組み
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